
お客様各位 
 
 
 
                                        

 間接流域（一定流量または降雨強度式による流入）や降雨波形の山型形状を指定可能として Ver3.2 をリリース中！！ 
拝啓 貴社ますますご清祥の事とお喜び申し上げます。 

また、平素より弊社ソフトウェアをご利用頂き厚く御礼申し上げます。さて、ご利用頂いております「洪水吐水理

計算システムVer2.8」につきまして、間接流域からの流入を考慮した計算や降雨波形の山形形状を指定可能できる

改良を行い「洪水吐水理計算システムVer3.2」としてリリースさせて頂いております。つきましては、旧Ver2.8

を保有のユーザ様は、メンテナンス保守の問題も含めVerUp 商品のご検討をよろしくお願い致します。   敬具   
 ●「洪水吐水理計算システムVer2.8」→「洪水吐水理計算システムVer3.2」の機能Up 内容      
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
 

 
 
  

 ●お申し込み （下記項目へ必要事項ご記入の上、ＦＡＸにてお申し込み下さい。）            
  
（株）ＳＩＰシステム 大阪事務所 宛て(FaxNo06-6125-2233) 
 

洪水吐水理計算システムVer3.2 第2 期バージョンアップ申込書           申込日：平成   年   月   日 

御 社 名  ご担当者名  

ご 住 所 
〒 部 署 名 

 
ご連絡先 Tel No.  Fax No. 
支払条件 

注文月末締めの翌月末現金振込みでお願いしております。 
（異なる場合は、貴社支払い条件を右欄へご記入下さい。）  

商 品 名 
VerUp費用 

洪水吐水理計算システム
Ver2.8→Ver3.2  

既に HASP（USB）またはネット認証をご利用の場合 ￥94,500-（税込） 本

現在ＦＤ仕様でご利用の場合（FD→HASP）+￥10,500- ￥105,000-（税込） 本

ご確認事項 ※1 上記VerUp 費用は、平成22 年1 月に改定となりました。（第2 期）                        ＜H21/1＞

（株）ＳＩＰシステム 大阪事務所 〒542-0081 大阪府大阪市中央区南船場1-18-24-501 TEL：06-6125-2232 FAX：06-6125-2233 

ＵＲＬ：hｔｔｐ：//www.sipc.co.jp   Mail：mail＠sipc.co.jp 
 
 
 

＜主な改良内容＞ 
① 間接流域からの流入量（２種類）を合算して設計洪水流量を算出可能。 
   1）一定流量が直接流域に流入（水路等）する方法 

   2）間接流域の降雨強度式より間接流量を算出して直接流域に加算する方法 

②一定流量が流入（水路等）する場合 
  等流計算機能により「円形」「BOX」「U 型（水路）」については流量計算が可能。 

③間接流域の降雨強度式より間接流量を算出する場合 
  間接流域の降雨強度式で計算、洪水到達時間はその適用流域（時間）の指定も可能。 

④貯留効果の降雨波形のｒを指定可能 
  貯留効果時の降雨波形について「山型ｒ＝0.8」（0.0<ｒ<1.0）を追加しました。 
⑤その他計算機能改良 
  移行部を限界購買としたときに移行部末端の CH の変更が可能等。 
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＜主な追加機能＞ 
 
１．貯留効果 

流域面積と満水面積により貯留効果を期待できる場合、「貯留効果を検討す

る」にチェックマークして検討が可能です。但し、メッセージ欄に「貯留効果・・・

期待できない」と表示された場合でも、「貯留効果を検討する」にチェックマー

クすれば強制的に計算を行うことは可能です。 

 

＜降雨波形＞ 

基準書（計算例）では「後方集中型」としていますが「中央集中型」の選

択も可能です。 

また、降雨強度式が「タルボット式」および「久野・君島式」の場合は、山型波形

の指定も可能です。（右図参照） 

山型波形の場合一般的に「ｒ＝0.8～0.9（後方山型）」とされていますが、入力値

としては「0.0を超える値から 1.0未満の値」の入力を可能としています。 

 

２．間接流入（間接流域の考慮） 

基本データ入力項目で計算された流量（直接流域の設計洪水流量）に対して、間接流域の流入量を直接流域の洪水流 

量に考慮（加算）することが可能です。 

間接流域の流入量を考慮したい場合は、「間接流入量の入力」ボタンをクリックします。 

「間接流入量」の画面が表示され、以下項目の選択が可能となります。 

 

 ・考慮しない。 

間接流域を考慮しない場合に選択します。 

 

 ・一定流入量（ｍ3/ｓ） 

水路等により一定流量が直接流域に流入する場合に考慮します。 

貯留効果を考慮した場合は、その流量が到達時間毎の直接流域の流入 

量に一定流量が加算されます。 

 

・降雨強度式による算出 

  間接流域についても降雨強度式により洪水流量を算出し、その流量 

を直接流域の設計洪水流量に加算する方法です。 

貯留効果を考慮する場合は、その洪水到達時間について、直接流域の 

到達時間を採用するか間接流域の到達時間を採用するか指定が可能。 

 

 

1）一定流入（ｍ3/ｓ）を考慮する場合 

   一定流入の場合「流量計算」機能で 

「円形」「ＢＯＸ」「Ｕ型（水路）」につ 

いて流量計算が可能で、計算結果は、 

「採用する」ボタンで引用も可能です。 

「印刷」ボタンでは、流量計算書の印刷 

が可能です。 

計算書の印刷は、この項目からのみ印 

刷が可能です。 

 

  ＜貯留効果を考慮しない場合の計算書例＞ 

    貯留効果を考慮しない場合は、決定し 

た直接流域の設計洪水流量に対して、間 

接流流入量（一定流量）を加算して、洪 

水吐の設計洪水流量として計算書に表示 

されます。  （右図計算書例を参照） 
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  ＜貯留効果を考慮した場合の間接流量（一定流量）計算書例＞ 

 

    貯留効果検討時は、計算書の諸条件の項目ｑ2(間接流入量)に（一定流量）として表示されます。 また、計

算一覧表では計算ステップ毎に一定流入量（ｑ2）が「ｑ1+ｑ2＝Ｑin」として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）降雨強度式による算出 
間接流域の洪水流量を降雨強度式にて計算する場合に選択します。   

但し、降雨強度式Ｒｔは、直接流域と同等とします。 

   間接流域の「流量係数」「流出係数」「「流域面積」をそれぞれ手 

入力または「詳細入力」ボタンで決定します。 

上記入力条件により「貯留効果」を考慮した場合、洪水到達時間 

について「直接流域（？分）」と「間接流域（？分）」の両方が表示 

されますので、何れかの洪水到達時間で計算を行うかラジオボタン 

で選択して下さい。 

指定された洪水到達時間で貯留効果の計算が行われます。 

 

  ＜貯留効果を考慮しない場合の計算書例＞ 

    計算書では直接流域の項目と間接流域の項目について計算内容を出力しますが、合算された設計洪水流量 

は、直接流域の最後の項目で、間接流域の洪水流量+間接流域の流入量＝設計洪水流量として表示されます。 
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  ＜貯留効果を考慮した場合の計算書例＞ 

貯留効果検討時は、計算書の諸条件の項目ｑ2(間接流入量)に「間接流域の「単位流入量×1.2」値」として

表示されます。（間接流域の降雨強度式によりΔｔ毎に計算された流入量をステップ毎に表示）また、計算一覧

表では、直接流域の流入量ｑ+間接流域の流入量ｑ2＝放流量Ｑoutとして表示され最大洪水流量が判定されます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 


